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地域の捉え方

「コミュニ ティ型」

主に小・中学校で展開されているように、地域の教育資
源（ヒト・ モノ・コト）を学校の教育活動に活かしている。

主に地域の人材を委員に選任し、地域コーディネーター
を選任して展開していくものである。言い換えれば、地
域密着型のコミュニティ・スクールということになる。
「テーマ型」
学校の教育課題による。「ICTの活用」「高度の工業技

術の習得」「商品開発」「高大連携」等の、その学校のス
クールミッションを実現するための課題を解決するため
のコミュニティ・スクールである。この場合、委員の選任
には企業や関係行政機関、高等教育機関等々の関係
者となる。
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教育課程部会 生活、総合的な学習・探
究の時間ワーキンググループ 第8回配
布資料より 2-3(2/2)
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令和5年度課題の整理と令和６年度の取り組み

【課題１】継続的な小中学校との連携の確立。
【課題２】学校評価の項目の定量化。
【課題３】特色である探究できる高校であることの周知。

課 題

新たに「地域連携チーム」「評価検証チーム」「広報チーム」 「生徒育成チーム」の４チームををつくり組
織的に活動する。

４つのチームで詳細を検討



チームでの熟議と実践
地域連携チーム
【継 続】総合的な探究の時間・FFグローカルの授業で地域人材の継続的な連携
活動の推進。
【課題１】中学校の総合的な学習の時間のオリエンテーションや発表の機会に連携。

高校での実践事例の紹介や探究の楽しさを伝える。
小中高の教員での研修会の実施。
陸上部員が小学性に陸上競技会前の指導をする。
すいれき太鼓部が小学生に太鼓の打ち方の指導をする。

生徒育成チーム
【道 徳】生徒にはSOSの出し方、教員にはSOSの受け止め方と初期対応の講演
会を計画。

評価検証チーム
【課題２】学校評価の項目の見直しを行った。

広報チーム
【課題３】クラウドファンディング型ふるさと納税に挑戦。
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【課題１】小中学校との連携 春日居中学校・春日居小学校

小中高校の教員によるワークショップ
・不登校の実態と手立て
・スマホ・携帯・ゲーム等の実情と対策
・身につけたい学習習慣・生活習慣

生徒対象の総合的な学習の時間オリエンテーションの実施

探究学習の意味ややりがい、楽しさを高校生の実践事例から話す。
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【課題2】 評価検証チーム→評価項目の検討

1 授業では，学習の目標を明確に示していますか。 
→ 授業では，本日の学習の目標を毎回の授業の始めに示していますか。
2 授業あるいは単元で，振り返りを実施していますか。
→ 授業あるいは単元の終了時に,振り返りを実施していますか。
3 振り返りを、授業改善や個別の指導に役立てていますか。 
→ 振り返りの結果を受けて、授業改善や個別の指導を行っていますか。
4 話し合いや発表などの主体的で対話的な活動を授業に取り入れていますか。
→話し合いや発表などの主体的で対話的な活動を授業内で*1回以上、行っていますか。
*これは教務の方針で設定値が変わります。ここでいう「授業」というのが毎回なのか、あるいは学期中に1回なのか、5分間以上など、時間を求める
のか。
5 二者懇談など、生徒理解や学校生活に関わる悩みについて、相談できる体制を整えていますか。
修正案特になし
6「Classi」や「BYOD」など、ICTの活用を積極的に行っていますか。
→「Classi」や「BYOD」など、ICTの活用を**必要とする授業や活動を行っていますか。
**ここも教務の方針で設定値を入れてもよいかもしれません。1日10分以上、などです。「積極的に」の表現は主観的なため、避けたほうが良いと思
います。
Classiについてはアクセスログがとれると思います。アンケートと並行して実際のアクセス時間も調べることで、ICT活用の有無を知ることが出来るので
はないかと思います。
7 今未来手帳は、生活習慣の確立や学校生活の意欲の向上に有効に活用されていますか。
→今未来手帳を使い、生活習慣の確立や学校生活の意欲の向上に活用していますか。
「有効に」の表現は主観的なため、避けたほうが良いと思います。実際に行っているかいないかのほうが、答えやすくなります。
8 教科担当者で授業内容・指導方法について、話し合っていますか。
→教科担当者で授業内容・指導方法について、***学期中に1回以上の打ち合わせを行っていますか。
***ここも教務で目標値を決めます。
9 相互授業参観を積極的に行っていますか。 
→相互授業参観を*学期中に1回以上行っていますか。
***ここも教務で目標値を決めます。「積極的に」の表現は主観的なため、避けたほうが良いと思います。2回以上行った教員は「とてもそう思う」に1
回の人は「そう思う」に、行いたいと思っていたが出来なかった人は「あまりそう思わない」に回答することが予想されます。
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【課題3】 広報チーム→生徒の活動を全国に発信しよう

高校生が育てたシャインマスカットを全国へ



令和７年度課題の整理と令和８年度の取り組み

【課題１】魅力ある学校づくり（学科再編に向けて）

【課題２】保護者・地域への情報発信

【課題３】持続可能な地域連携とコーディネーターの育成

課 題



令和8年度 第２回 学校運営協議会

【地域連携チーム】
高校生の探究活動の場を地域でどのように支えていくか

【評価検証チーム】
学校評価アンケートの設問内容や情報発信の効果について検証し、
より実態に即した評価の在り方を考える。

【魅力化発信チーム】
・学科再編に向けて学科の特色や教育内容の具体的な方向性につ
いて検討
・地域や中学生、保護者への分かりやすい情報発信について

【生徒育成チーム】
心の育成をテーマとし、生徒がストレスへの対処法や自己理解を深

めるための講演会やワークショップの実施を具体的に検討


